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●アングル 
少し年は取っているが、80代前後の元気なガイドたち
　　髙橋　昭典／直島町観光ボランティアガイドの会会長 1

●特集／島力
松山市所属忽那諸島における島嶼部博覧会
いわゆる『しまはく』の開催についてを語る
　　田中　政利／松山離島振興協会会長 2

島民宿「つわぶき」をオープンして
　　林　妙子／島民宿「つわぶき」 オーナー 4

島を楽しもう
　　村上　知津子／ Shima２Net（しましま ねっと）代表 6

新居大島プロジェクト
　　杉本　智子／新居大島プロジェクト代表 8

「島力」は持続可能な地域づくりの原動力
　　守屋　基範／ NPO法人かさおか島づくり海社営業部長 10
●論壇
瀬戸内文化としての島四国
　　印南　敏秀／愛知大学経済学部教授 12

●キラリ光るまち
島で幸せに暮らす
　　阿部　裕志／株式会社巡の環代表取締役 14
●寄稿
元気な集落づくりモデル事業
～元気な島づくり活動報告～
　　小倉　浩／愛媛県総務部新行政推進局市町振興課 16
●特選ブログ／ shin１さんの日記
島へのエール　
　　若松　進一／人間牧場主 18
●MY TOWNうぉっちんぐ

『戸島紀行』パートⅠ　宇和島市
　　岡崎　直司／タウンツーリズム講座主宰・ヘリテージマネージャー 20
●TALK NOW
学生と地域が連携した商店街へ
　　宮田　潤／松山大学学生地域研究サークル五友の会副代表 22
●研究員卒業レポート
第21期全国地域リーダー養成塾の軌跡　
　　松本　宏／まちづくり活動部門研究員 24
●information
センターからのお知らせ　　　　　　　　　
BOOK INFORMATION

26
27

●愛媛県市町振興協会
平成22年度事業のあらまし 28

センター移転のお知らせ

　日本は、北海道・本州・四国・九州を含め6,852
島からなる島国である。愛媛県が面する瀬戸内
海・宇和海にも大小の島々が点在している。
　愛媛県の有人島の数は、長崎県、沖縄県に次い
で全国３番目であり、その多くが瀬戸内に存在し
ている。
　今、都市で顕在化してきた「医療・介護」、「高
齢化」、「職の安定」などの問題にいち早く直面し
てきたのは島であり、まさに、日本の縮図がそこ
にある。そして周りを海に囲まれた地理的な特
殊性ゆえに、自力で対処してきた経緯がある。
　“島らしさ”とは何かを探求し、問題に直面す
るたびに島民を中心に、移住者、島外者など多く
の人々の島への想いを“島力”へと結集し、試行
錯誤を繰返し、その解決策を行動へと移してきて
いる。そこに今後の地域づくりのヒントがある
のではないか。
　一人ひとりの声や活動により、刺激しあい、新
しい地域づくりのモデルを示し、魅力ある島へと
変化している島が増えている中、“島力”が今後
の日本の道しるべとなることを期待している。

（研究員　近藤　誠護）

■表紙のことば
　瀬戸の海にもう一つ、広島本土と島々が7つの
橋で繋がる。その中に愛媛の岡村島が含まれる。
相方は広島側の大崎下島。なぜと不思議な感じ。
それは江戸の頃から、堺に向う船の泊場として栄
えた大崎下島の人々は、岡村に畑を持ち船で通っ
ていたが、車が何かと便利ゆえ、橋に行きつく。

県境を繋ぐこの橋は完
成してもう10年にな
る。岡村側は人口も減
りつつ、老齢化し、生
活面では、今も変わら
ず船で今治方面が主。
大崎下島側は船の時間
も気にならず、本土へ
と車でいつでも走れ大
変便利になったと。

柳原あやこ
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